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あなたのキャリアが
財産になる

ジョブ・カードは、
あなたの職業能力を「見える化」し、
キャリア形成に役立てることができる
キャリア・プランニングツールです。

「ジョブ・カード制度総合サイト」
https://jobcard.mhlw.go.jp

ジョブ・カード制度総合サイト 検 索

ジョブ・カード制度総合サイト

はじめました！

ジョブ・カードの作り方のアドバイス
ジョブ・カードの活用に向けた情報
をお届けします。 友だち追加

@jobcard

ジョブ・カードの活用について、詳しくは最寄りのハローワークまでお問い合わせください。

ハローワークからのメッセージ　～福島公共職業安定所～

ハローワーク福島

☎024（529）5438
福島労働局

職業対策課発行

避難している方・福島で働きたい方へ

働く働くでま
号
ふくし春

2020年

　東日本大震災及び東京電力福島第一原子力発電所の事故から間もなく9年になろうとしてい
ます。この間、被災された皆様、自治体をはじめ多くの方々が苦労をされていることと思います。
そのような中にあっても、復興・創生に向けて前進されている皆様には心より敬意を表します。
　さて、ハローワーク福島は福島県の北部に位置する福島市、伊達市、伊達郡3町を管轄し、
管内の面積は県全体の9.0パーセント、管内人口は県全体の20.6%を占めます。管内にはハロー
ワーク福島（福島市狐塚）をはじめ福島わかものハローワーク・福島新卒応援ハローワーク（福
島市曾根田）、伊達市地域職業相談室（伊達市保原町）が設置されています。
　ハローワーク福島管内の雇用情勢は、震災後は復旧・復興関連事業からの求人が増加している
一方、仕事を探す方は減少傾向にあります。平成24年9月以降、有効求人倍率は連続して1
倍を超えており、多くの業種で人手不足の状況が続いています。
　ハローワークでは、帰還等を希望する方への就職支援としては、令和元年7月5日に川俣町
役場で開催された福島労働局委託事業「2019年度　就職面接会 in川俣」において、ハローワー
クコーナーにおける職業相談対応を行いました。面接会には企業12社、求職者48人が参加さ
れました。また、ハローワークの窓口においては、就職を希望する方に対する専門の相談員によ
る個別の職業相談や求人の確保、公共職業訓練や各種セミナーの受講など幅広い支援を行ってお
ります。
　今後も、自治体をはじめとした関係機関と連携しながら、事業主、帰還希望の方々の支援に努
めてまいりますのでよろしくお願いします。
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「ふくしまで働く」は福島県内外に避難されている皆様や福島で働きたいと
思っている方々に対して、就労、雇用の視点から福島県内外の支援策や求人情
報等を発信するために厚生労働省福島労働局が発行している広報紙です。

福島県雇用情勢（2019年11月）

有効求人倍率（受理地別）　1.49倍（全国25位）
　　　　　　（就業地別）　1.66倍（全国17位）
求人数は復興需要のピークアウトの影響はあるが、多くの業種で人手不足の
状況が継続しているため高水準を維持し、仕事が探しやすい状況にあります。
個別の求人は、全国のハローワーク、インターネットで検索ができます。
※有効求人倍率／�ハローワークで仕事を探す人1人に対し、何人分の求人があるかを示す指標。

1を上回っていれば、仕事を探す人より仕事の数が多いことになります。

特
集

・ハローワークからのメッセージ
・震災後のわが社
 「株式会社 友伸エンジニアリング」
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　南相馬市に位置する弊社の鹿島工場は、社員の「夢」が形になった
ものでした。
　株式会社友伸エンジニアリングは志を同じくする7名の仲間
が、大手企業を退職して創業した会社です。創業当時は一つの仕
事が終われば、全員参加で宴会を催したり、旅行にいったり、絆と
ご縁を大切にしながら、仕事を続けてきました。現在、約150名の
社員が働いていますが、「全員が参加してこそ意味がある」という
創業社長の想いは引き継がれており、今でも全社行事の旅行や、
部ごとの交流会などが活発に行われています。
　2021年に創業50周年を迎える弊社ですが、10周年や20周年
など、節目ごとにプロジェクトを立ち上げて、全社員が参画し「夢」
を語る制度があります。新規事業を始めたり、ハワイ旅行にいった
りと、様々な社員の「夢」を形にしてきました。そして25周年時の
社員の「夢」が「大きな工場で伸び伸びと仕事をしたい」というも
のでした。その後、様々な土地を視察した中で、創業メンバー所縁の土地でもあった福島県南相馬市に工場を建てることが決まり、1995年に弊社の鹿
島工場が竣工しました。
　操業も順調に流れ、東京の工場だけでは引き受けられなかった大型物件も製作できるようになり、2000年には当時世界最大のシンガポールの清掃工
場に製品を納入することもできました。そして竣工時に新卒採用した社員が、今では工場長となり、会社全体の売上半分の製品を製作できる工場にまで
成長しました。
　2011年の東日本大震災では、鹿島工場の社員全員が避難。また、年度末ということもあり、工場には仕掛品が多数ありました。当時、創業社長は闘
病中で入院していましたが、陣頭指揮を取るため出社し、役員と幹部、総務が集められました。
　まずは社員の安否確認、そしてお客様へ如何に製品をお届けするか。幸いにも全社員が東日本大震災で命を落とすことなく、安否確認ができました。電
話がほとんど通じなかった中、ショートメール等のやり取りで、何とか安否確認できたことは、大きな教訓となり、緊急連絡先や、災害時一斉配信のメール
アドレスの整備など、会社のシステム作りに繋がりました。仕掛品は、東京から役員と幹部自らトラックを運転して引き取りに行きました。当初の納期には
もちろん間に合いませんでしたが、それでもお客様に了承いただきながら、東京工場にて仕上げて、無事にお届けすることができました。
　震災から１か月半後には大多数の社員が戻り、その後、全員欠けることなく操業再開できたことについては、感謝の念に堪えません。操業再開を見
届けて安心したかのように、創業社長は同年5月に永眠しました。創業社長は常々、なるべく地元のお店、地元の企業を利用するようにと口にしていま
した。ご縁があってその土地で仕事をさせてもらっているのだから、地域に貢献する会社でなければいけないと。自分の葬儀には、生花の手配は地元
のこのお店でと言い残して亡くなっていきました。
　震災後に南相馬市から要望があり、鹿島工場の敷地内に仮設住宅が建ちました。140戸ほどの仮設住宅が建てられましたが、2018年には集約によ
り役目を終え、同市より返還されました。そしてその土地に、鹿島工場操業から24年経った2019年、第2工場が竣工しました。生産能力の向上は目的
の一つではありますが、いま新たな雇用を被災地域で生み出すことに大きな意義を感じています。「空は青い　明日に向かって　チャレンジ」という社
是の下、今後も全社員一丸となって、「夢」を追い続けていきます。ありがとうございます。

震災後のわが社

株式会社 友伸エンジニアリング　～空は青い 明日に向かって チャレンジ～

【事業所紹介】 所 在 地：福島県南相馬市
� 事業内容：受配電設備（制御盤、配電盤、分電盤）の設計・製造、メンテナンス

HelloWorkハローワークインターネットサービスハローワークインターネットサービス
全国のハローワークが受理した求人情報のうち、求人企業が当ホームページに掲載を希望している求人を検索することができます。
□事業所名や電話番号を閲覧できます。　□求職登録すると閲覧できる情報が増えます。

ホームページアドレス
https: //www.hellowork.go.jp/

HelloWork Internet Service 求人情報検索

都府県 名　　　称 住　　　所 TEL

宮城県 ハローワーク仙台 仙台市宮城野区榴岡4ー2ー3　仙台ＭＴビル5F 022（299）8820

山形県
ハローワーク山形 山形市桧町2ー6ー13 023（684）1521

ハローワーク米沢 米沢市金池3ー1ー39　米沢地方合同庁舎内 0238（22）8155

埼玉県 ハローワーク行田 行田市長野943 048（556）3151

東京都 ハローワーク品川 港区芝5ー35ー3 03（5419）8609

新潟県
ハローワーク新潟　ときめきしごと館 新潟市中央区弁天2ー2ー18　新潟KSビル1F 025（240）4510

ハローワーク柏崎　まちなか相談室 柏崎市東本町1丁目15ー5　フォンジェＳＣ棟地下1F 0257（24）0810

大阪府 ハローワークプラザ難波 大阪市中央区難波2ー2ー3　御堂筋グランドビル4F 06（6214）9200

「福島就職支援コーナー」設置ハローワーク

＜「福島就職支援コーナー」設置ハローワーク連絡先＞



2019年4月1日（月）より
いわき市内のハローワークの
名称を変更しました。

※いずれも所在地変更なし

いわき 公共職業安定所
（ハローワーク いわき）

平 公共職業安定所（ハローワーク 平）

いわき 公共職業安定所
小名浜出張所（ハローワーク 小名浜）

いわき 公共職業安定所
勿来出張所（ハローワーク 勿来）
なこそ なこそ

平 公共職業安定所 勿来出張所（ハローワーク 勿来）
なこそ なこそ

平 公共職業安定所 磐城出張所（ハローワーク 磐城）

福島労働局からのお知らせ

　「ふくしまで働こうｉｎ新潟2019」を令和元年12月26日、27日、新潟
市の朱鷺メッセで開催しました。
　厚生労働省、福島労働局、新潟労働局、福島広域雇用促進支援協議
会の主催、福島県、新潟県、新潟市の共催で、福島県内企業への就職等
に向けた相談・支援を行いました。
　各ブースでは、来場者が熱心に話を聞き、資料に目を通す様子が見
受けられました。

ふくしまで働こう

ｉｎ新潟2019
を開催しました！

ふくしまで働こう

ｉｎ新潟2019
を開催しました！

新潟初！開催
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